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・ふれあいの輪を
　　　　　広げましょう。
・あいさつを
　　　　かわしましょう。
・明るい家庭生活を
　　　　　築きましょう。

3つの誓い3つの誓い

昭和15年１月当時の勝田駅

現在の大谷新介紀功碑

昭和35年7月当時の市毛踏切
（当時の遮断機は自動ではなく手動） 常磐線に電車が走る

大正14年紀功碑前で撮影

大谷新介 自画像

コ
ロ
ナ
禍
で
の

　

 「
ふ
く
わ
」編
集

コ
ロ
ナ
禍
で
の

　

 「
ふ
く
わ
」編
集

コ
ロ
ナ
禍
で
の

　

 「
ふ
く
わ
」編
集

勝
田
駅
の
開
設

二
中
学
区
の
歴
史
を
探
る

　
私
た
ち
が
暮
ら
す
二
中
学
区
は
、
時
代
と
と
も
に
様
々
な
変
化
を

遂
げ
て
き
ま
し
た
。
今
は
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
畑
や
工
場
、
今
も

子
ど
も
た
ち
が
通
う
小
学
校…

…

、
重
ね
て
き
た
歴
史
は
多
く
、
人
々
の

営
み
は
少
し
ず
つ
形
を
変
え
て
今
に
至
り
ま
す
。

　
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
地
の
歴
史
を
少
し
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

第93号	 （１） 令和２年11月25日

　

明
治
30
年
（
１
８
９
７
）
２
月

25
日
、
日
本
鉄
道
磐
城
線
（
後
に

海
岸
線
、
現
JR
常
磐
線
）
の
水
戸

〜
平
間
が
開
通
し
、
佐
和
駅
が
開

設
さ
れ
、
水
戸
駅
の
次
は
、
佐
和
、

石
神
（
現　

東
海
）
、
大
甕
…
と

続
い
て
い
た
わ
け
で
す
。
そ
の
14
年

後
、
明
治
43
年
（
１
９
１
０
）
３

月
18
日
に
、
武
田
地
内
に
や
っ
と

い
勝
田
村
内
に
新
駅
を
設
置
し

て
も
益
は
わ
ず
か
に
す
ぎ
な
い

と
考
え
た
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
後
大
谷
氏
は
、
勝
田
村

武
田
を
起
点
と
し
て
湊
町
を
経

て
平
磯
町
に
至
る
鉄
道
を
計
画

し
「
武
平
鉄
道
」
（
ぶ
へ
い
）

と
名
付
け
て
敷
設
許
可
を
政
府

に
願
い
出
ま
し
た
が
、
湊
町
の

反
応
は
冷
や
や
か
な
も
の
で
あ

り
「
武
平
鉄
道
」
の
実
現
は
大

変
な
難
産
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

結
局
、
「
武
平
鉄
道
」
の
企

画
以
来
、
約
10
年
の
年
月
を
経

て
大
正
２
年
（
１
９
１
３
）
12

　

コ
ロ
ナ
禍
で
二
中
学
区
地
域

の
輪
を
つ
く
る
会
や
各
自
治
会

で
は
、
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、

大
勢
が
集
ま
る
事
業
を
自
粛
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
「
ふ
く
わ
」
の
発
行
に
つ
き
ま

し
て
は
、
休
刊
す
る
こ
と
は
避

け
、
発
行
に
向
け
て
、
掲
載
内

容
の
検
討
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

前
号
で
は
、
書
面
表
決
に
よ

る
本
会
の
総
会
結
果
や
ふ
れ
あ

い
会
議
な
ど
、
本
会
が
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
に
つ
い
て
、
掲

載
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

元
の
市
毛
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
事
務
長
で
あ
っ
た
山

本
裕
伸
さ
ん
（
勝
田
本
町
）
が

「
二
中
学
区
の
歴
史
を
探
る
」

と
題
し
て
、
第
５
章
か
ら
構
成

さ
れ
約
１
０
０
ペ
ー
ジ
に
わ
た

り
、
私
た
ち
二
中
学
区
の
歴
史

を
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
１
章
で
は
、「
神
社
・
寺
院

め
ぐ
り
」、
第
２
章
「
農
村
か
ら

工
業
都
市
へ
」、
第
３
章
「
ム
ラ

の
う
つ
り
か
わ
り
」、第
４
章
「
学

校
の
創
立
」、
第
５
章
「
小
場
江

用
水
」で
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

二
中
学
区
の
歴
史
を
再
認
識

す
る
う
え
で
貴
重
だ
と
考
え
、
今

号
で
は
、
こ
の
中
か
ら
、
勝
田

駅
と
学
区
の
小
中
学
校
の
歴
史

を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
機
会
が
あ
れ
ば
、
他

の
内
容
に
つ
い
て
も
掲
載
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

全
内
容
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

も
の
は
、
市
毛
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て
あ
り

ま
す
。

月
25
日
、
勝
田
～
湊
間
の
鉄
道

が
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、

大
谷
氏
は
鉄
道
用
地
と
し
て
自

ら
の
所
有
地
を
寄
付
し
、
株
式

申
し
込
み
の
勧
誘
に
私
財
を
投

じ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
36
年
（
１
９
６

１
）
４
月
１
日
に
勝
田
電
車
区
が

建
設
さ
れ
、
６
月
１
日
か
ら
交
直

流
近
郊
電
車
（
４
０
１
系
電
車
）

通
称
「
赤
電
」
（
塗
色
が
赤
13

号
と
呼
ば
れ
る
赤
い
電
車
）
が

上
野
～
勝
田
間
を
２
時
間
20
分

で
走
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
57
年
（
１
９
８
２
）
11

月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
、
特
急

「
ひ
た
ち
」
の
一
部
が
停
車
す

る
よ
う
に
な
り
、
今
で
は
、
特

急
が
１
時
間
に
２
本
停
車
し
上

野
ま
で
１
時
間
20
分
程
度
で
行

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

勝
田
駅
が

開
設
し
ま

し
た
。

　

勝
田
駅

が
設
置
さ

れ
た
の
は

私
財
を
投

じ
た
勝
田

村
長  

大
谷
新
介
氏
の
尽
力
が
あ

り
ま
し
た
。
現
在
、
勝
田
駅
の

東
口
を
出
て
、
駅
前
交
番
を
過

ぎ
る
と
、
右
手
の
駐
車
場
の
入

り
口
の
近
く
に
大
き
な
「
紀
功

碑
」
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　

大
谷
新
介
氏
は
、
弘
化
元
年

（
１
８
４
４
）
６
月
12
日
、
水
戸

藩
領
内
の
武
田
村
に
生
ま
れ
、
明

治
22
年
（
１
８
８
９
）
の
市
町

村
制
の
施
行
で
、
勝
倉
・
三
反

田
・
金
上
・
武
田
の
旧
村
で
構

成
す
る
勝
田
村
の
収
入
役
と
な

り
、
明
治
34
年
、
勝
田
村
長
に

就
任
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
村
勢
発
展
の
た
め

明
治
36
年
４
月
13
日
、
日
本
鉄

道
へ
の
駅
増
設
の
請
願
を
行
い

ま
し
た
が
、
会
社
か
ら
思
い
が

け
な
い
付
帯
条
件
を
付
け
ら
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
「
漁
港
と
し
て
発
展

し
、
那
珂
川
水
運
の
起
点
と
な
っ

て
い
た
湊
町
（
元
那
珂
湊
市
）
を

目
的
地
と
す
る
鉄
道
を
計
画
し
、

そ
の
起
点
を
新
設
請
願
の
駅
予

定
地
と
す
る
な
ら
ば
、
具
体
化

の
策
を
考
え
よ
」
と
い
う
内
容

で
し
た
。
会
社
の
立
場
か
ら
す

れ
ば
、
平
凡
な
農
村
に
す
ぎ
な

1面 二中学区の歴史を探る  ・勝田駅の開設 4 面 地域トピックス・実践部会活動報告  他二中学区の歴史を探る  ・学校の創立2・３面



明治時代の教科書

枝川小旧校舎の全貌（昭和30年）

昭和48年当時の市毛小学校

現在の枝川小学校

川田尋常小学校職員卒業生（大正13年３月）

市毛小学校の木造校舎 内部（昭和37年頃）

太平洋戦争勃発

教
育
の
普
及

小
学
校
の
整
理
統
合

市
毛
国
民
学
校

太
平
洋
戦
争

　
　
　始
ま
る
！

農作業中の枝川小学校の児童

（２）	 第93号令和２年11月25日

　

近
代
的
な
教
育
が
始
ま
っ
た
の

は
、
明
治
５
年
の
学
制
の
公
布
か

ら
で
あ
り
ま
す
。

　

政
府
は
明
治
５
年
８
月
２
日
、

学
制
の
趣
旨
を
宣
言
し
た
太
政
官

布
告
と
と
も
に
、「
学
制
」
を
公

布
し
ま
し
た
。

　

明
治
19
年
（
１
８
８
６
）
に
小

学
校
令
が
公
布
。
教
育
制
度
が
大

幅
に
改
定
さ
れ
、
多
く
の
小
学
校

が
整
理
統
合
さ
れ
ま
し
た
。
１
行

政
区
内
に
尋
常
小
学
校
一
校
、
１

郡
役
所
管
内
に
高
等
小
学
校
を

一
校
も
し
く
は
二
校
設
置
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
本
地
域

に
は
枝
川
尋
常
小
学
校
が
設
置

さ
れ
、
枝
川
・
津
田
・
市
毛
・
堀

口
の
子
ど
も
た
ち
が
、
枝
川
へ
通

う
こ
と
に
な
り
、
武
田
の
子
供
た

ち
は
勝
倉
尋
常
小
学
校
へ
通
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
高
等
小
学
校
は
、
明

治
20
年
に
那
珂
郡
役
所
が
あ
っ
た

那
珂
町
菅
谷
に
設
置
さ
れ
、
市
域

に
は
ど
こ
に
も
設
置
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

市
毛
小
学
校
は
、
昭
和
16
年
に

日
立
製
作
所
の
寄
付
金
を
も
と
に

し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
学

校
に
つ
い
て
は
、
昭
和
13
年
ご
ろ

か
ら
川
田
村
の
大
き
な
政
治
問
題

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

①
川
田
尋
常
高
等
小
学
校
が
那
珂

川
沿
い
に
あ
り
洪
水
の
被
害
を
受

け
や
す
か
っ
た
こ
と

②
台
地
上
の
津
田
・
市
毛
・
堀
口

の
児
童
に
と
っ
て
は
通
学
距
離
が

長
く
不
便
で
あ
っ
た
た
め
の
学
校

移
転
の
問
題
で
し
た
。
し
か
し
、

枝
川
の
住
民
の
猛
烈
な
反
対
が
あ

り
、
な
か
な
か
結
論
を
出
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
市
毛
国
民
学
校
が
開

校
し
た
が
、
そ
の
３
か
月

後
に
、
人
々
を
苦
し
め
る

こ
と
に
な
る
太
平
洋
戦
争

　

学
制
の
実
施
に
よ
っ
て
、
従
前

設
立
さ
れ
て
い
た
府
県
の
諸
学
校
、

私
塾
、
寺
子
屋
等
は
い
っ
た
ん
廃

止
さ
れ
て
、
新
し
く
学
制
に
基
づ

い
て
学
校
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
制
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
文

部
省
は
ま
ず
小
学
校
の
設
立
に
力

を
注
ぎ
ま
し
た
。
府
県
に
お
い
て

も
こ
の
方
針
に
基
づ
い
て
小
学
校

の
設
立
に
特
に
努
力
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
明
治
８
年
に
は

全
国
に
約
２
万
４
５
０
０
校
の
小

学
校
が
設
立
さ
れ
、
児
童
数
は
約

１
９
５
万
人
、
就
学
率
は
約
35
％

（
男
約
50
％
、
女
約
19
％
）
と
な
っ

て
お
り
、
児
童
数
は
、
そ
の
後
さ

ら
に
増
加
し
、
就
学
率
も
上
昇
し

て
き
ま
し
た
。

　

茨
城
県
で
も
、
学
制
の
趣
旨
に

従
っ
て
、
明
治
６
年
（
１
８
７
３
）

に
「
小
学
校
設
立
規
則
」「
小
学

教
則
」「
小
学
校
則
」
を
定
め
、

小
学
校
設
置
の
大
綱
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

茨
城
県
下
で
は
、
明
治
６
年
２

月
３
日
に
水
戸
柵
町
に
共
立
小
学

校
が
開
設
さ
れ
た
の
が
も
っ
と
も

早
く
、
同
年
９
月
に
市
毛
小
・
津

田
小
、
10
月
に
枝
川
小
な
ど
が
で

き
ま
し
た
。

（
勝
田
市
史
・
那
珂
湊
市
史
）

　

な
お
、
創
成
期
の
学
校
は
、
新

築
の
校
舎
で
は
な
く
、
郷
蔵
、
寺

院
、
個
人
宅
等
を
使
い
開
校
し
た

も
の
で
し
た
。

・
枝
川
小
：
郷
蔵
を
再
利
用

・
市
毛
小
：
民
家
（
市
毛
平
介　

宅
）

・
津
田
小
：
民
家
（
大
津
栖
霞　

宅
）

※
郷
蔵
（
ご
う
く
ら
）
…
江
戸
時
代
、

郷
村
に
設
置
さ
れ
た
共
同
の
倉
庫
。

　

年
貢
米
の
一
時
的
な
保
管
倉
庫

で
、
の
ち
に
は
備
荒
用
の
穀
物
の

貯
蔵
倉
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
。

　

明
治
22
年
（
１
８
８
９
）、
行

政
区
の
変
更
に
伴
い
、
枝
川
尋
常

小
学
校
は
、
川
田
尋
常
小
学
校
に
、

勝
倉
尋
常
小
学
校
は
勝
田
尋
常
小

学
校
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
明
治
25
年
に
は
、
勝
田

尋
常
小
学
校
に
高
等
科
が
、
明
治

26
年　

川
田
尋
常
小
学
校
に
も
高

等
科
が
併
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
日
立
製
作
所
の
進
出

が
決
ま
り
、
人
口
増
加
に
伴
う
児

童
の
増
加
が
予
想
さ
れ
た
結
果
、

日
製
側
か
ら
学
校
建
築
費
、
敷
地

買
収
費
、
川
田
尋
常
高
等
小
学
校

の
修
築
費
を
寄
贈
す
る
こ
と
が
提

案
さ
れ
、
一
気
に
問
題
の
解
決
へ

と
向
か
い
ま
し
た
。

が
始
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
学
校
で
は
、
戦
時
色
が

強
ま
り
、
教
育
内
容
は
全
て
が
軍

隊
式
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

昭
和
18
年
に
な
る
と
、「
空
の

決
戦
場
へ
と
奮
ひ
起
っ
た
学
童
達
」

と
題
し
た
新
記
事
が
見
ら
れ
、
少

年
飛
行
兵
を
は
じ
め
、
少
年
戦
車

兵
、
通
信
兵
、
砲
兵
、
防
空
兵
を

希
望
す
る
高
等
科
の
生
徒
が
現
れ

ま
し
た
。（

茨
城
新
聞
：
７
月
20
日
）

　

し
か
も
、
学
校
間
で
軍
隊
合
格

者
の
数
を
競
い
合
う
よ
う
な
雰
囲

気
に
な
っ
て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
勝
田
市
史
）

　

当
初
は
、
東
石
川
国
民
学
校
と

同
じ
昭
和
16
年
４
月
の
完
成
予
定

で
し
た
が
、
工
事
が
遅
れ
た
た
め

９
月
と
な
り
、
開
校
時
の
児
童
は

４
３
２
名
で
し
た
。
校
舎
は
、
２

階
建
て
15
教
室
（
普
通
教
室
12
、

音
楽
室
、
工
作
室
、
裁
縫
室
）。

　

開
校
し
た
市
毛
国
民
学
校
は
、

日
立
製
作
所
水
戸
工
場
、
日
立
兵

器
工
場
、
岩
佐
鉄
工
所
が
本
格
的

操
業
を
始
め
る
に
つ
れ
て
、
従
業

員
の
子
弟
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と

入
学
し
、
学
級
の
増
設
が

急
務
と
な
り
ま
し
た
。

○
昭
和
17
年
９
月
の
児
童
数
：

６
１
６
名
（
学
級
数
12
）

　

１
学
級
平
均
児
童
数
：
51
名

○
昭
和
18
年
４
月
の
児
童
数
：

７
４
２
名
（
学
級
数
14
）

　

１
学
級
平
均
児
童
数
：
53
名



昭和46年の勝田二中

津田小学校全校集会

どんぐり山　アスレチック

建設中の津田小学校（昭和51年4月）

昭和37年当時の勝田二中全景

現在の市毛小学校

奪
わ
れ
た
教
室

6
・
3
制
の
教
育

勝
田
町
立

  
勝
田
第
二
中
学
校
の
誕
生

戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム

堀
口
小
学
校
の
建
設

津
田
小
学
校
の
建
設

昭和18年7月12日の茨城新聞記事より 当時使用された高射砲

開校に向け建設が進む堀口小学校開校後の堀口小学校（昭和41年４月）

工事が進む（昭和45年２月）

第93号	 （３） 令和２年11月25日

　

昭
和
19
年
11
月
か
ら
は
頻
繁
に

空
襲
警
報
が
発
令
さ
れ
、
児
童
は

勉
強
を
し
な
い
で
、
防
空
壕
に
転

げ
込
む
練
習
だ
け
が
毎
日
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

「
19
年
の
冬
に
動
員
が
か
か
り
ま
し

て
ね
。
日
製
の
工
場
に
毎
日
通
っ

た
の
で
す
。
学
課
は
一
つ
も
や
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
学
校
へ
来
た
と

き
は
、
さ
つ
ま
の
草
取
り
や
下
肥

く
み
の
仕
事
を
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

会
社
の
中
で
は
、
工
員
さ
ん
の
使

い
走
り
で
す
」
と
、
児
童
の
活
動

は
勤
労
奉
仕
が
中
心
と
な
っ
て
き

て
し
ま
い
ま
し
た
。（
勝
田
市
史
）

　

昭
和
20
年
ご
ろ
に
な
る
と
、
国
民

学
校
の
ほ
と
ん
ど
が
軍
隊
の
宿
舎
と

な
っ
て
し
ま
い
、
校
舎
で
の
授
業
は

行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
し
た
。

○
枝
川
国
民
学
校
：
馬
小
屋
を
借
り
、
土

間
に
机
と
椅
子
を
置
い
て
勉
強
を
し
ま

し
た
。

○
市
毛
国
民
学
校
：
二
階
建
て
校
舎
の

１
階
の
床
が
全
て
は
が
さ
れ
、
旋
盤

な
ど
の
機
械
が
据
え
ら
れ
、
高
射
砲

の
部
品
等
を
製
造
す
る
工
場
と
化
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

終
戦
後
の
昭
和
21
年（
１
９
４
６
）

11
月
３
日
に
日
本
国
憲
法
が
公
布

さ
れ
、
そ
の
後
、
教
育
基
本
法
、

学
校
教
育
法
が
公
布
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
在
と
同

じ「
６
・
３
制
」と
な
り
、小
学
校（
６

年
）、中
学
校（
３
年
）の
義
務
教
育
・

男
女
共
学
制
の
教
育
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
混
乱
の
中
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に
よ
り
、

児
童
生
徒
の
増
加
が
み
ら
れ
、
小

学
校
で
は
昭
和
33
年
、
中
学
校
で

は
37
年
が
ピ
ー
ク
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
勝
田
一
中
は
昭
和
33

年
４
月
16
日
鉄
筋
三
階
校
舎
・
図
工

室
、
勝
田
二
中
は
昭
和
33
年
４
月
18

日
鉄
筋
三
階
な
ど
が
新
た
に
建
て
ら

れ
ま
し
た
。

　

市
毛
小
学
校
の
児
童
数
も
、
30
年

代
に
入
る
と
、
ま
す
ま
す
増
加
し
、

そ
の
対
策
が
せ
ま
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
51
年
３
月
10
日
、
勝
田
市

立
津
田
小
学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

当
時
の
こ
と
が
（
市
報
か
つ
た
「
第

２
８
９
号
」）
に
次
の
よ
う
に
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
津
田
小
学
校
は
人
口
増
加
地
区

を
重
点
に
学
校
問
題
解
決
の
た
め
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
学
区
審
議
会
の

答
申
に
基
づ
き
市
毛
小
学
校
の
過
密

を
解
消
す
る
た
め
に
建
設
さ
れ
た
も

の
で
す
。
な
お
こ
の
建
設
に
つ
い
て

は
新
し
い
試
み
と
し
て
住
宅
公
社
方

式
（
公
社
が
借
入
金
に
よ
り
校
舎
を

建
設
し
、
市
が
年
次
的
に
買
上
げ
て

い
く
方
法
）
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

　

津
田
小
学
校
が
建
設
さ
れ
た
場
所

は
市
内
津
田
字
片
岡
前
１
９
７
４
番

地
の
み
ど
り
が
多
い
良
地
で
、
国
道

６
号
線
、
津
田
農
場
入
口
交
差
点
か

ら
約
５
０
０
ｍ
の
距
離
が
あ
り
、
敷

地
総
面
積
２
８
５
０
０
㎡
、
総
工
費

４
億
６
８
０
０
万
円
。

　

本
年
４
月
の
開
校
時
に
は
、
１
年

生
か
ら
６

年
生
を
あ

わ
せ
て
17

ク
ラ
ス
、

６
６
７
名

の
児
童
が

通
学
す
る

予
定
と
な

っ
て
い
ま

す
。』

　

日
本
国
憲
法
施
行
日
（
昭
和
22

年
５
月
３
日
）
の
翌
日
４
日
、
勝

田
町
立
勝
田
中
学
校
は
、
東
石
川

小
学
校
に
お
い
て
開
校
式
を
行
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
中
学
校
の
校

舎
は
ま
だ
建
設
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
７
日
か
ら
４
つ
の
小
学

校
の
校
舎
の
一
部
を
借
用
（
東
石

川
教
場
、
中
根
教
場
、
勝
倉
教
場
、

枝
川
教
場
）
し
て
授
業
を
始
め
ま

し
た
。

　

昭
和
23
年
１
月
20
日
、
勝
田
町
役

場
の
南
側
（
勝
田
町
武
田
１
１
０
１

番
地
の
13
）
に
、
二
階
建
15
教
室

の
新
た
な
独
立
校
舎
が
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
生
徒
数
が
、

昭
和
22
年
（
６
６
３
名
）、
昭
和

23
年
（
１
０
９
８
名
）、
昭
和
24

年
（
１
２
５
４
名
）、
昭
和
25
年

（
１
３
３
１
名
）と
、大
人
数
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
新
設
さ
れ
た
校
舎
だ

け
で
は
生

徒
を
収
容

す
る
こ
と

が
で
き
ず

に
、
第
二

校
舎
（
日

兵
勝
倉
寮

や
日
製
武

田
寮
等
）

を
使
い
、

分
散
授
業

が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
校
舎
移
転
、
中
学

校
二
校
の
問
題
が
発
生
し
ま
し

た
。
結
果
、
勝
田
中
学
校
は
二
校

に
分
離
す
る
こ
と
に
決
ま
り
、
昭

和
26
年
11
月
３
日
、
勝
倉
字
大
平

３
４
３
３
番
地
に
「
勝
田
町
立
勝

田
第
一
中
学
校
」、
昭
和
27
年
３

月
20
日
、市
毛
９
７
１
番
地
に
「
勝

田
町
立
勝
田
第
二
中
学
校
」
が
新

た
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
29
年
11
月
１
日
、
市
制
施

行
に
よ
り
「
勝
田
市
立
勝
田
第
一

中
学
校
」、「
勝
田
市
立
勝
田
第
二

中
学
校
」
と
な
り
、
昭
和
41
年
４

月
１
日
、
校
名
変
更
に
よ
り
「
勝

田
市
立
第
一
中
学
校
」「
勝
田
市

立
第
二
中
学
校
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
41
年
４
月
１
日
、
勝
田
市

立
堀
口
小
学
校
が
開
校
し
ま
し

た
。
当
時
の
こ
と
が
（
市
報
か
つ

た
「
第
88
号
」）
に
次
の
よ
う
に

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
『
堀
口
小
学
校
は
、
か
ね
て
か

ら
そ
の
新
築
が
要
望
さ
れ
て
い
た

も
の
で
既
設
の
勝
倉
小
学
校
、
市

毛
小
学
校
は
人
口
の
増
加
な
ど
に

よ
っ
て
収
容
児
童
数
に
限
界
が
き

た
た
め
新
し
く
堀
口
小
学
校
の
建

設
が
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
ま
た
最

近
の
交
通
量
の
増
加
に
よ
り
市

毛
、
勝
倉
小
学
校
の
中
間
に
あ
る

堀
口
、
武
田
地
区
の
児
童
生
徒
の

登
下
校
の
安
全
の
た
め
に
も
新
し

い
小
学
校
の
建
設
が
望
ま
れ
て
い

ま
し
た
。』



地
域
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
ト
ピ
ッ
ク
ス

薬剤回収袋に穴が空いた〜！

消防団放水実技にも参加！

本町第二公園除草作業女性でも楽に運転

津田駅周辺

西山花壇のマリーゴールド

消
火
器
の
放
射
演
習
を

行
い
ま
し
た

武
田
自
治
会

本
町
第
一･

第
二
公
園

 

除
草
作
業 

勝
田
本
町
自
治
会

防
犯
灯
管
理
プ
レ
ー
ト
の

 

点
検
修
理
を
実
施 

津
田
第
二
自
治
会

自
走
式
芝
刈
り
機
を
購
入

 

４
つ
の
公
園
に
寄
贈
・
配
備 

津
田
東
自
治
会

「
コ
サ
払
い
」で
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た

津
田
第
一
自
治
会

花
壇
に
よ
る
美
化
活
動

津
田
西
山
自
治
会

小
学
校
運
動
会
へ
の
支
援

枝
川
自
治
会

市
道
植
樹
桝
花
植
え環境

部
会

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
の
再
開

ワ
イ
ワ
イ
ふ
れ
あ
い
館

実
践
部
会
活
動
報
告

編
集
後
記

パンジー植作業中 修理したプレート 破損したプレート初期消火訓練の様子
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９
月
13
日
（
日
）
防
災
部
員
15
名

に
よ
る
防
災
備
品
の
点
検
・
補
充
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
中
で
耐
用
年
数

の
き
れ
た
消
火
器
の
有
効
活
用
を
図

る
た
め
に
実
際
に
放
射
す
る
、
初
め

て
の
演
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
火
元
へ
勢
い
よ
く

放
射
す
る
時
間
は
、
５
秒
程
度
し

か
な
く
限

ら
れ
た
時

間
で
の
移

動
消
火
は

難
し
い
こ

と
な
ど
が

実
演
で
分

か
り
有
意

義
な
演
習

と
な
り
ま

し
た
。

　

６
月
13
日
（
土
）
（
参
加
者

１
１
０
名
）
７
月
25
日
（
土
）
（
参

加
者
66
名
）
朝
７
時
か
ら
除
草
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
両
日
と
も
あ
い
に

く
の
天
気
で
し
た
が
、
前
日
に
自
治

会
役
員
の
有
志
の
方
が
草
刈
機
で

下
準
備
を
し
て
頂
い
た
お
陰
で
当

日
は
短
時
間
で
作
業
が
終
了
し
ま

し
た
。

　

街
が
綺
麗

だ
と
防
犯
に

繋
が
る
そ
う

で
す
。
こ
れ

か
ら
も
皆
様

の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し

ま
す
。

　

自
治
会
管
理
の
防
犯
灯
は
、
現

在
１
４
２
灯
あ
り
、
電
柱
に
設
置

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
電
柱
に
は

管
理
を
容
易
に
す
る
た
め
、
プ

レ
ー
ト
を
付
け
て
い
ま
す
。
電
灯

が
切
れ
て
い
る
時
や
破
損
に
気
づ

い
た
場
合
に
は
、
こ
の
管
理
番
号

で
迅
速
に
修
理
等
に

対
応
し
、
地
域
の
安

心
と
安
全
に
最
優
先

に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

　

ま
た
市
の
補
助
制

度
を
活
用
し
、
防
犯

灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
も
進

め
て
お
り
ま
す
。

　

津
田
東
地
区
内
に
は
４
つ
の
街

区
公
園
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
近
隣

住
民
で
構
成
す
る
管
理
団
体
が
、

定
期
的
に
除
草
や
清
掃
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
公
園
管
理
団
体
に
自
治
会

員
の
８
割
以
上
が
属
し
て
お
り
、

自
治
会
と
し
て
何
ら
か
の
助
成
、

支
援
を
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
今
年
は
計
画

事
業
の
多
く
が
中
止
と
な
り
、
予
算

的
に
余
裕
が
で
き
た
の
で
、
役
員
会

に
提
案
決
議
を
受
け
、
自
走
式
エ
ン

ジ
ン
芝
刈
り
機
４
台
を
購
入
、
各
公

園
に
寄
贈

配
備
し
ま

し
た
。

　

除
草
作

業
の
大
き

な
戦
力
と

し
て
活
躍

し
て
く
れ

る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
開
催
を
休
止
し

て
い
た
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
を
約

半
年
ぶ
り
に
10
月
１
日
（
木
）
よ
り

再
開
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
終
息
の
見
え
な
い
コ

ロ
ナ
禍
で
す
が
、
３
密
と
な
ら
な

い
よ
う
細
心
の
注
意
を
は
か
り
、

飲
食
も
最
小
に
、
当
分
「
昼
食
な

し
」
で
の
再
開
で
す
。
ま
た
10
月

８
日
（
木
）
に
は
、
火
災
発
生
を

想
定
し
た
初
期
消
火
お
よ
び
避
難

　

当
自
治
会
に
は
、
２
ヶ
所
の
自
治

会
花
壇
が
あ
り
、
環
境
部
会
と
子
ど

も
会
が
中
心
と
な
り
管
理
し
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
少

人
数
で
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
が
、

土
壌
作
り
、
花
の
植
栽
、
除
草
作

業
な
ど
を
定
期
的
に
実
施
し
、
花

壇
に
は
綺
麗
な
花
が
咲
き
誇
り
、

通
る
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
す
。

　

今
後
も

美
化
を
通

じ
て
地
域

の
活
性
化

を
図
り
、

安
ら
ぎ
の

場
所
に
な

れ
ば
と
願

っ
て
い
ま

す
。

  

当
地
区
で
は
毎
年
「
小
学
校
運

動
会
」
に
対
し
、
地
域
を
挙
げ
て

支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
９
月
26
日
（
土
）
前
日

ま
で
の
雨
も
上
が
り
、
予
定
通
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
規
模
校
の
利
点
も
あ
り
一
般

参
加
の
種
目
も
あ
り
、
三
世
代
で

の
楽
し
い
運
動
会
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
今
回
は
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
」
の
た
め
地
域
内
の
一

般
住
民
の
支
援
・
参
加
は
自
粛
し

ま
し
た
。

　

地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
拠
点
で

あ
る
小
学

校
は
、
地

域
内
の
絆

が
強
ま
る

場
で
あ
り

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
10
月
４
日
（
日
）
に

津
田
運
動
ひ
ろ
ば
北
側
の
市
道
植
樹
桝

（
30
桝
）
に
パ
ン
ジ
ー
を
１
８
０
本

植
え
ま
し
た
。
今
年
は
苗
の
成
育
不
良

の
た
め
一
週
間
延
期
し
て
の
実
施
と

な
り
ま
し
た
。
（
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

よ
り
購
入
）
管
理
が
良
け
れ
ば
来
年

　

７
月
５
日
（
日
）
前
日
の
雨
で
実

施
で
き
る
か
心
配
し
ま
し
た
が
、
小

雨
も
止
み

無
事
実
施

で
き
ま
し

た
。
地
域

の
皆
様
方

の
ご
協
力

も
有
り
、

短
時
間
で

終
了
し
ま

し
た
。

　

第
一
自

治
会
の
地
域
は
、
水
戸
へ
の
抜
け

道
と
し
て
利
用
す
る
方
が
多
い
の

で
、
安
全
安
心
の
た
め
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
先
が
見
通
せ
な
い

中
、
異
例
の
編
集
方
法
を
と
っ
て
か

ら
２
回
目
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
市
毛
コ
ミ
セ
ン
の
ご
指

導
の
下
、
十
分
な
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
て
る
大
会
議

室
を
ご
提
供
頂
き
、
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
・
検
温
・
換
気
な
ど
と
感
染

症
対
策
に
は
万
全
を
期
し
な
が
ら

全
広
報
委
員
の
方
に
参
画
を
し
て

頂
い
て
の
編
集
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
生
活
様
式
が
叫
ば
れ
る

昨
今
、
災
い
を
福
に
転
ず
る
発
想

か
ら
、
本
広
報
紙
も
従
来
の
ワ
ン

パ
タ
ー
ン
か
ら
抜
け
出
し
て
、
冒

頭
で
も
述
べ
て
い
ま
す
、
二
中
学

区
の
歴
史
の
変
遷
を
振
り
返
る
好

機
と
捉
え
、
従
来
に
は
無
い
内
容

で
編
集
を
し
て
み
ま
し
た
。

　

特
に
、
若
い
方
に
は
興
味
を
持
っ

て
頂
き
、
ご
年
配
の
方
に
は
回
顧

録
と
し
て
見
て
頂
け
ま
す
よ
う
考

慮
し
て
み
ま
し
た
。

　

読
者
の
皆
様
の
ご
意
見
を
、
ぜ

ひ
次
号
に
反
映
さ
せ
た
い
と
思
い

ま
す
。
各
自
治
会
の
広
報
委
員
を

通
し
て
ご
意
見
を
お
寄
せ
頂
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

◆
第
37
回

　
　
津
田
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り

◆
第
37
回

　
　
枝
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

◆
子
ど
も
ふ
れ
あ
い
館

　
　
　
　
　
ク
リ
ス
マ
ス
会

主
催　

子
ど
も
ふ
れ
あ
い
館

期
日　

12
月
12
日（
土
）

場
所　

子
ど
も
ふ
れ
あ
い
館

◆
津
田
ワ
イ
ワ
イ
ふ
れ
あ
い
館

　
　
　
　
ワ
ー
ホ
イ
ま
つ
り

◆
ふ
く
わ
の
集
い

　
　
　（
音
楽
芸
能
発
表
会
）

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

な
お
今
年
度
予
定
の
館
恒
例
の
イ

ベ
ン
ト
「
お
月
見
会
」
（
10
月
）
、

「
ワ
ー
ホ
イ
」
（
１
月
）
、
「
ひ
な

ま
つ
り
」
（
２
～
３
月
）
に
つ
い
て

は
、
中
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

６
月
頃
ま
で
花
を
楽
し
む
事
が
で
き

ま
す
の
で
、

追
肥
・
除
草

に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

通
学
・
通

勤
・
散
歩
の

人
の
目
を
楽
し

ま
せ
ら
れ
れ

ば
幸
い
で
す
。

中  

止
中  

止
中  

止
中  

止


